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当研究室では，RF(13.56MHz)放電プラズマのシース中に浮遊した微粒子がテフロンパイプに吸

い込まれる現象を見出している 1。そのメカニズムを解明し制御するためにはテフロンパイプ周辺

のシース構造や電界分布を調べる必要がある。このため紫外光励起蛍光微粒子を用いたシースの

可視化を行い，テフロン板の挿入によるシース構造の変化を観察した。真空チャンバー内の電極

構造とテフロン板の配置を Figure1 に示す。公称粒径 10μm の蛍光微粒子（緑色発光）をプラズ

マ中に投下すると，Figure2 に示すように微粒子はシース端より高い位置には浮遊できず，シー

ス端のラインに沿って流れ落ちていく。テフロン板の挿入によりシース構造が変化することがは

っきり確認できた。また，一般にシース電界はプラズマから物体に向かうため，負に帯電した微

粒子は物体から離れる方向へ力を受けるが，今回の実験では，テフロン板の下側のシースにぶら

下がっている粒子の存在がはっきり確認できた。これはシースと微粒子の間に静電引力が働いて

いることを示しており，このことが微粒子吸収メカニズム解明のヒントになると考えている。 

1井上雅彦, 唐木裕馬, 陳天鵬, 摂南大学融合科学研究所論文集 5 (2019) 57-66. 

Figure 1 真空チャンバー内部電極構造(a) & テフロン板の配置
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Figure 2 テフロン板に発生したシース形状とぶら下がり粒子の確認 60Pa,13.56MHz,8W 
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